
第５ 資料編

１ 福岡市障がい福祉計画の策定体制

本計画は、障がい保健福祉施策の総合的な推進や社会情勢の変化に対応した施策の再構築

を図るため、福岡市保健福祉審議会障がい者保健福祉専門分科会において意見をお伺いする

とともに、パブリック・コメントにおける市民からの意見等を踏まえ、策定します。

２ 計画策定の経緯

実施年月 実 施 概 要

令和元年６月～７月 ◇精神障がい者実態調査（一次調査） 実施

９月～ 月

◇身体・知的障がい児・者実態調査 実施

◇発達障がい児・者実態調査 実施

◇難病患者実態調査 実施

◇事業者等状況調査 実施

月～ 月 ◇精神障がい者実態調査（二次調査） 実施

９月 ■福岡市保健福祉審議会へ諮問

令和２年３月 ◇福岡市障がい児・者等実態調査報告書 発行

８月 日 ■第１回障がい者保健福祉専門分科会 開催

月６日 ■第２回障がい者保健福祉専門分科会 開催

令和３年２月 日 ◇市議会常任委員会報告

３月１日～３月 日 ◇パブリック・コメント手続きによる市民意見募集

６月 日 ■第２回障がい者保健福祉専門分科会 開催

７月 日 ■福岡市長への答申
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１　福岡市障がい福祉計画の策定体制

�　本計画は、障がい保健福祉施策の総合的な推進や社会情勢の変化に対応した施策の再構築を

図るため、福岡市保健福祉審議会障がい者保健福祉専門分科会において意見をお伺いするとと

もに、パブリック・コメントにおける市民からの意見等を踏まえ、策定します。

２　計画策定の経緯
実 施 年 月実 施 年 月 実　施　概　要実　施　概　要

令和元年６月～７月 ◇精神障がい者実態調査（一次調査）�実施

９月～10月

◇身体・知的障がい児・者実態調査　実施

◇発達障がい児・者実態調査　実施

◇難病患者実態調査　実施

◇事業者等状況調査　実施

10月～11月 ◇精神障がい者実態調査（二次調査）　実施

９月 ■福岡市保健福祉審議会へ諮問

令和２年３月 ◇福岡市障がい児・者等実態調査報告書　発行

８月24日 ■第１回障がい者保健福祉専門分科会　開催

11月６日 ■第２回障がい者保健福祉専門分科会　開催

令和３年２月19日 ◇市議会常任委員会報告

３月１日～３月31日 ◇パブリック・コメント手続きによる市民意見募集

� ６月10日 ■第２回障がい者保健福祉専門分科会　開催

７月13日 ■福岡市長への答申
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３　福岡市保健福祉審議会障がい者保健福祉専門分科会委員名簿
（令和３年６月１日現在）

（敬称略　五十音順）

氏�　　　名 役　職　等 備　　　考

磯　部　紀　子 九州大学大学院医学研究院神経内科学�教授 令和３年５月１日着任

市　原　礼　子 公募委員

稲　栄　康　代 公募委員

岩　田　直　仁 西日本新聞社論説委員会�委員　　　　

大　村　重　成 一般社団法人福岡県精神科病院協会�副会長

鬼　塚　　　恒 弁護士

尾　花　康　広 福岡市議会福祉都市委員会�委員

分科会長 (～R3.3.31)�
吉　良　潤　一

医療法人社団高邦会�福岡中央病院脳神経センター長 令和３年３月31日退任

倉　富　信　行 公募委員

佐々木　淳　司 精神障がい者相談支援センター�ピア相談員

副分科会長
清　水　邦　之

社会福祉法人福岡市身体障害者福祉協会�会長

谷　村　幸　子 福岡市民生委員児童委員協議会�副会長

分科会長 (R3.4.6 ～ )�
納　富　恵　子

福岡教育大学大学院教育学研究科�教授
（特別支援教育・発達障がい）

野　口　信　介 福岡市立東福岡特別支援学校�校長 令和３年６月１日着任

野　口　幸　弘
西南学院大学大学院人間科学研究科�非常勤講師
（特別支援教育、障がい児・者福祉、地域福祉）　　　

登　本　弘　志 福岡市身体障がい者相談員

花　田　敏　秀 社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会�理事長

平　井　　　彰 一般社団法人九州経済連合会常務理事�事務局長

枡　田　充　生 一般社団法人福岡市民間障がい施設協議会�理事長　　　

宮　本　政　智 一般社団法人福岡市精神保健福祉協議会�理事

向　井　公　太 福岡市知的障がい者相談員

森　　　英　鷹 福岡市議会福祉都市委員会�委員

安　元　佐　和
福岡大学医学部医学教育推進講座�主任教授
（小児科（小児神経学）、医学教育、障がい者医療、特別支援教育、こども虐待）

山　本　　　稔 福岡市立若久特別支援学校�校長 令和３年３月31日退任
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４　福岡市保健福祉審議会諮問及び答申

（1）諮問

保総第201号

令和元年９月３日

福岡市保健福祉審議会

　委員長　石　田　重　森�様

福岡市長　髙　島　宗一郎

福岡市保健福祉総合計画等の策定について（諮問）

　福岡市における保健福祉施策につきましては、平成28年６月に策定した「福岡市保健福

祉総合計画」等に基づき、総合的かつ計画的に推進しております。

　福岡市におきましても、少子高齢化の進展により、すべての団塊の世代が75歳を迎える

令和７年（2025年）には約４人に一人、団塊の世代ジュニアが65歳を迎える令和22年（2040

年）には約３人に一人が高齢者となることが見込まれております。

　このような中で、地域・家庭・職場という人々の生活領域における支え合いの基盤が弱

まってきているとともに、介護・障がい・生活困窮などの「地域生活課題の複雑化・複合

化」や既存の支援制度では対応が困難な「制度の狭間」の問題など、これまでの社会保障

制度では対応困難な課題が顕在化してまいります。

　今後、高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての市民が一人の人間として尊重され、住

み慣れた家庭や地域で安心して暮らし続けることができる、健康福祉のまちづくりを実現

するためには、こうした社会情勢の変化に的確に対応していくことが、より一層重要となっ

てまいります。

　このため、福岡市が目指すべき保健福祉施策の基本的な方向性を明らかにするとともに、

社会情勢の変化によってこれまでに経験したことのない超高齢社会に対応した施策を総合

的に検討し、市民と共に健康福祉のまちづくりを推進してまいりたいと考えております。

　

　つきましては、

１　「福岡市保健福祉総合計画」（令和３年度～令和８年度）の策定について

２　「第８期福岡市介護保険事業計画」（令和３年度～令和５年度）の策定について

３　「第６期福岡市障がい福祉計画」（令和３年度～令和５年度）の策定について

以上、保健福祉総合計画及び二つの実施計画の策定について貴審議会のご意見を伺いたく、

諮問いたします。
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（2）答申

保福審第９号

令和３年７月13日

福岡市長　髙　島　宗一郎�様

福岡市保健福祉審議会

委員長　石　田　重　森

福岡市保健福祉総合計画等の策定について（答申）

　令和元年９月３日付保総第201号により諮問のあった標記の件について、本審議会で慎重

に審議を重ねた結果、下記について別添のとおり答申します。

　今回の福岡市保健福祉総合計画においては、「福祉が充実し、生活の質の高いまち」を実

現するため、その具体的な目標像として、「地域共生社会の実現」及び「2040年のあるべき

姿」を提示いたしました。

　この目標像の実現に向けては、年齢や性別、国籍、障がいの有無などに関わらず、誰もが生

涯にわたって生きがいを持ち、意欲や能力に応じて役割を持って活躍するための施策や、支

援が必要な人を社会全体で支え合う施策など、「支え合う福祉」に重点を置いた施策を推進す

ることが重要です。

　具体的な施策につきましては、「支え合う福祉」をより効果的に推進するため、「ひとづく

り」「しくみづくり」「まちづくり」の３つを柱として定め、各論として分野ごとにまとめてあ

ります。

　また、第６期福岡市障がい福祉計画においては、地域において必要な「障がい福祉サービ

ス」、「相談支援」、「地域生活支援事業」及び「障がい児通所支援」等の各種サービスが計画的

に提供されるよう、令和５年度末における障がい福祉サービス等に関する数値目標の設定及

び各年度のサービス需要を見込むとともに、サービスの提供体制の確保や推進のための取り

組みを定めております。

　福岡市におきましては、この答申を踏まえ、「市民が自立し、かつ相互に支え合うという精

神のもとに、高齢者や障がいのある人をはじめすべての市民が一人の人間として尊重され、

住み慣れた家庭や地域で安心して暮らし続けることができるハード・ソフト両面に調和のと

れた健康福祉のまちづくり」という基本理念の実現に向けて、着実に取組みを推進されるよ

う切に希望します。

記

　　　　　　１　「福岡市保健福祉総合計画」（令和３年度～令和８年度）の策定について

　　　　　　２　�「第６期福岡市障がい福祉計画」（令和３年度～令和５年度）の策定につ

いて
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５　市民意見募集

（1）目的

　��「第６期福岡市障がい福祉計画」の策定にあたり、市民との情報共有を図り市民意見を計

画に反映させるため、福岡市パブリック・コメント手続要綱に基づき計画（原案）を公表し、

意見募集を実施しました。

（2）意見募集期間

　　令和３年３月１日（月）から３月31日（水）まで

（3）実施方法

　　①計画（原案）の公表

　�　��　市政だより令和３年３月１日号で告知の上、下記の本市機関及び障がい相談窓口にて計

画（原案）の閲覧および配布を行いました。

　�　�　また、福岡市ホームページにも音声読み上げ対応のテキスト版を併せて掲載するととも

に、計画（原案）の点字版及び音声版を作成し、市役所本庁舎及び各区役所等で配布できる

ようにしました。

　�　※閲覧・配布場所

　�　　・�福岡市役所本庁舎（保健福祉局障がい企画課、こども未来局こども発達支援課、情報

公開室、情報プラザ）

　�　　・各区役所（福祉・介護保険課、健康課、情報コーナー）、入部・西部出張所

�　　　・福岡市市民福祉プラザ

　�　　・心身障がい福祉センター

�　　　・西部療育センター

�　　　・東部療育センター

�　　　・精神保健福祉センター

�　　　・こども総合相談センター

�　　　・発達教育センター

�　　　・発達障がい者支援センター

�　　　・障がい者就労支援センター

�　　　・区障がい者基幹相談支援センター（市内14か所）

�　　　・障がい者フレンドホーム（市内６か所）

　　②意見提出の方法

　�　��　郵送、ファクス、電子メール、福岡市ホームページ回答専用フォーム、市窓口への持参に

より受け付けました。
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（4）意見募集結果

　　①意見提出状況

　　　提出者数･･･８人・団体（内訳：４人、４団体）

　　　意見件数･･･29件

　　②意見集計結果

意見への対応
意見の分類（件数）

計画に対する意見 その他の
意見、要望等

計
修�正 原案通り

計画全般に関する意見 0 0 0 0

第１　計画の概要 0 0 0 0

第２　障がい保健福祉施策をめぐる現状 0 0 1 1

第３　障がい福祉サービス等の数値目標、実績及び見込量 1 5 19 25

第４　計画の推進体制 0 1 0 1

第５　資料編 0 0 0 0

その他、計画以外に関する意見 0 0 2 2

合　　　計 1 6 22 29
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